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[1] f ∈ L1(R) で，すべての g ∈ L1(R) に対して f ∗ g = g となるものは存在しない
ことを示せ．

[2] µ, ν を (X,B) 上の測度とし，µ(X) < ∞, ν(X) < ∞ であって，ν は µ につい
て絶対連続であるとする．このとき，ν の µ についての Radon-Nikodym 密度関数を
h(x) とする．
(1) µ についてほとんどいたるところ h(x) ≥ 0 であることを示せ．

(2)X 上の [0,∞)に値を持つ可測関数 f(x)と E ∈ Bについて，
∫
E

f dν =

∫
E

fh dµ

であることを示せ．

[3] µ, µ1, µ2, . . . を (X,B) 上の測度とし，µ(X) < ∞ かつ
∞∑
k=1

µk(X) < ∞ である

とする．すべての µk が µ について特異である時，
∞∑
k=1

µk も µ について特異である

ことを示せ．ただし
∞∑
k=1

µk とはE ∈ B に対して
∞∑
k=1

µk(E) を対応させる測度である．

[4] µ, µ1, µ2, . . . を (X,B) 上の測度とし，µ(X) < ∞ かつすべての k について
µk(X) < ∞ であるとする．X 上の [0,∞) に値を持つ任意の可測関数 f(x) について，

∞∑
k=1

∫
X

f dµk =

∫
X

f dµ

が成り立つとする．
(1) 各 µk は µ について絶対連続であることを示せ．
(2) µk の µ についての Radon-Nikodym 密度関数を hk(x) とする．µ についてほ

とんどいたるところ
∞∑
k=1

hk(x) = 1 であることを示せ．


